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２０２１年７月３日 

新港の森 「新港の森の木はだれが植えたのか」 観察会資料 

（家に帰ってから読んでください） 

佐伯 肇 （森林インストラクター/樹木医） 

四季の観察会が始まって４年目。今年は内容を大幅にリニューアルしました。みなさんと一緒にもりあ

げていきましょう。 

新港の森の樹種分布発表 

昨年、新港の森ファンクラブの皆さんで、日頃観察会で利用している赤枠エリヤで植生調査しました。 

針葉樹

高木 高木 低木 高木 低木

ｸﾛﾏﾂ ｱｷﾆﾚ ﾇﾙﾃﾞ ｷﾝﾓｸｾｲ ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ

ｲﾁｮｳ ｱﾍﾞﾘｱ ｿﾖｺﾞ ﾄﾍﾞﾗ

ｲﾇｼﾃﾞ ﾊﾏﾋｻｶｷ

ｴｺﾞﾉｷ ﾋｲﾗｷﾞﾅﾝﾃﾝ

ｴﾉｷ ﾋﾒｱｵｷ

ｹﾔｷ ﾏｻｷ

ｿﾒｲﾖｼﾉ ﾓﾁﾉｷ

ﾄｳｶｴﾃﾞ

落葉広葉樹 常緑広葉樹

A－１５

針葉樹

高木 高木 低木 高木 低木

ｸﾛﾏﾂ ｱｶﾒｶﾞｼﾜ ｱﾍﾞﾘｱ ｼﾛﾀﾞﾓ ｲﾇﾂｹﾞ

ｲﾁｮｳ ｶｸﾚﾐﾉ

ｴｺﾞﾉｷ ﾄﾍﾞﾗ

ｹﾔｷ ﾋﾒｱｵｷ

ｿﾒｲﾖｼﾉ ﾓﾁﾉｷ

ﾊｾﾞﾉｷ

A−１８
落葉広葉樹 常緑広葉樹

針葉樹

高木 高木 低木 高木 低木

ｸﾛﾏﾂ ｱｷﾆﾚ ｱﾍﾞﾘｱ ｼﾗｶｼ ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ

ｴﾉｷ ﾏﾕﾐ ﾋﾒｱｵｷ

ｹﾔｷ ﾏｻｷ

ｺﾅﾗ

ｾｲﾖｳﾊｺﾔﾅｷﾞ

ｿﾒｲﾖｼﾉ

ﾄｳｶｴﾃﾞ

ﾈﾑﾉｷ

ﾔﾏﾓﾐｼﾞ

A−１９
落葉広葉樹 常緑広葉樹

針葉樹

高木 高木 低木 高木 低木

ｸﾛﾏﾂ ｱｷﾆﾚ ﾏﾕﾐ ｼﾗｶｼ ｻﾝｺﾞｼﾞｭ

ｲﾁｮｳ ｽﾀﾞｼﾞｲ ﾋﾒｱｵｷ

ｲﾇｼﾃﾞ ﾀｲｻﾝﾎﾞｸ ﾔﾂﾃﾞ

ｴｺﾞﾉｷ ﾀﾌﾞﾉｷ ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ

ｴﾝｼﾞｭ

ｹﾔｷ

ｺﾅﾗ

ｺﾌﾞｼ

ｾｲﾖｳﾊｺﾔﾅｷﾞ

ｿﾒｲﾖｼﾉ

ﾄｳｶｴﾃﾞ

ﾈﾑﾉｷ

A−２０
落葉広葉樹 常緑広葉樹
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黄色枠塗のものは新港の森建設当時に植栽されたものと思われます。 

針葉樹

高木 高木 低木 高木 低木

ｸﾛﾏﾂ ｱｷﾆﾚ ﾂﾂｼﾞ

ｴﾉｷ

ｹﾔｷ

ｿﾒｲﾖｼﾉ

ﾄｳｶｴﾃﾞ

A−２１
落葉広葉樹 常緑広葉樹 針葉樹

高木 高木 低木 高木 低木

ｸﾛﾏﾂ ｱｷﾆﾚ ﾏﾕﾐ ｼﾗｶｼ ｲﾇﾂｹﾞ

ｲﾇｼﾃﾞ ｽﾀﾞｼﾞｲ ｴｿﾞﾕｽﾞﾘﾊ

ｴｺﾞﾉｷ ﾀﾌﾞﾉｷ

ｴﾝｼﾞｭ ﾏﾃﾊﾞｼｲ

ｹﾔｷ

ｺﾅﾗ

ｿﾒｲﾖｼﾉ

ﾄｳｶｴﾃﾞ

ﾈﾑﾉｷ

ﾔﾏﾓﾐｼﾞ

A−２２
落葉広葉樹 常緑広葉樹

針葉樹

高木 高木 低木 高木 低木

ｸﾛﾏﾂ ｱｷﾆﾚ ｱﾍﾞﾘｱ アラカシ イヌツゲ

ｲﾁｮｳ ユズリハ カクレミノ

ｲﾇｼﾃﾞ シロダモ

ｴｺﾞﾉｷ スイカズラ

ｹﾔｷ トウネズミモチ

サワシバ ナツグミ

ｿﾒｲﾖｼﾉ ハマヒサカキ

ﾄｳｶｴﾃﾞ ヒイラギモクセイ

ハゼノキ ヒメアオキ

マサキ

モチノキ

ヤツデ

A−２４
落葉広葉樹 常緑広葉樹

針葉樹

高木 高木 低木 高木 低木

ｸﾛﾏﾂ ｲﾁｮｳ イヌツゲ

ｲﾇｼﾃﾞ カクレミノ

ｴｺﾞﾉｷ シロダモ

エノキ スイカズラ

ｹﾔｷ ツバキ

ｿﾒｲﾖｼﾉ ﾄｳﾈｽﾞﾐﾓﾁ

ﾄｳｶｴﾃﾞ ノイバラ

バイカウツギ ﾊﾏﾋｻｶｷ

イヌエンジュ ﾋﾒｱｵｷ

ﾏｻｷ

ヤツデ

ユズリハ

A−２５
落葉広葉樹 常緑広葉樹

針葉樹

高木 高木 低木 高木 低木

ｸﾛﾏﾂ ｲﾁｮｳ アラカシ キンモクセイ

ｲﾇｼﾃﾞ シラカシ サンゴジュ

ｹﾔｷ スダジイ トベラ

ﾄｳｶｴﾃﾞ タイサンボク ﾋﾒｱｵｷ

ハナノキ タブノキ ユズリハ

A－２６

落葉広葉樹 常緑広葉樹
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A-26 のみ「現状」と「建設当時」のものと比較してみました 

 

建設当時から青色枠塗のものが消滅して、茶

色枠塗のものが増えていました。 

すなわち、青色枠塗のものは枯れたか、伐採

されたものと思われます。また茶色枠塗のものが

植えられたか、タネが運ばれたものと思われま

す。何が原因か考えることを今後の観察会にとり

いれていきたいと思います。 

 

おすすめ散歩コース 

「Ａ地区樹名板配置図」、「Ｂ、Ｃ地区樹名板配置図」を配布します。これを手元に、園内マップのコース

をゆっくり散策することをおすすめします。特にＡ地区の新設銘板には QR コードも付いており、ガラ携でも

見ることが可能です。おそらく、観察会の話題も記載されているはずです。その他、ピンクや黄色のリボン

に木の名前がついています。それらもきっと役に立つはずです。 

 

新港の森 のおいたち 

県民公園新港の森は、富山新港をとりまく臨海工業地帯からの公害を防止するため、その緩衝緑地と

して工業団地の西側に造成されたグリーンベルトです。南北１,７００m、東西１５０m の約２５ヘクタールの

広さをもつこの緑地は、昭和５１年から建設がはじまり、５８年７月に県民公園としてオープンしました。園

内にはクロマツを主に、針葉樹、広葉樹とともに、各種の樹木が約１１万本植えられており、四季の変化

が楽しめます。これらの樹林の間には、１０ケ所の芝生広場、そして野球場、スポーツ広場、テニスコート

さらに薬草園、市町村の木コーナー、万葉の木コーナーなど興味のある施設も配置されております。ま

た、園内には延べ６．４ｋｍの変化に富んだ遊歩道があり、緑の中の散歩や、ジョギング等いろいろ楽しめ

ます。オープンから約４０年の歳月で、人の手によって植えられた樹木以外に動物や人々によって持ち込

まれた植物や樹木が入り込み、園内の樹木は成熟期に向かっていると思います。  

 

公園をつくった時、だれがどのように植えると決めたのか？ 

富山新港をとりまく臨海工業地帯からの公害を防止するため、その緩衝緑地として工業団地の西側に

造成されたグリーンベルトです。すなわち、公害防止、緩衝緑化の観点から考えられる次の効用があるも

のが植えられたと思われます。 

l 汚染物質吸着 l 騒音阻止 l 塩害阻止 

建設当時

針葉樹

高木 高木 低木 高木 低木

ｸﾛﾏﾂ ｲﾁｮｳ アラカシ キンモクセイ

ｲﾇｼﾃﾞ シラカシ サンゴジュ

ﾄｳｶｴﾃﾞ タイサンボク

ハナノキ タブノキ ユズリハ

ハリエンジュ ソヨゴ ネズモモチ

エンジュ ハクモクレン マサキ

エゴノキ サザンカ

タブノキ マユミ

シモツケ

コデマリ

ハコネウツギ

A－２６

落葉広葉樹 常緑広葉樹

現状

針葉樹

高木 高木 低木 高木 低木

ｸﾛﾏﾂ ｲﾁｮｳ アラカシ キンモクセイ

ｲﾇｼﾃﾞ シラカシ サンゴジュ

ｹﾔｷ スダジイ トベラ

ﾄｳｶｴﾃﾞ タイサンボク ﾋﾒｱｵｷ

ハナノキ タブノキ ユズリハ

A－２６

落葉広葉樹 常緑広葉樹
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l 風害阻止 

l 飛砂害阻止 

l 潮害阻止 

l 高温化阻止 

l 二酸化炭素吸収 

l 酸素供給 

l 風致（あじわいのある景観） 

l レクリエーション 

l 快適さ 

l 木かげ 

 

そのあと、だれが何を植えたの？ 

田んぼをほったらかしにすると、草でぼうぼうになり、やがてヤナギが生え、土が硬くなり、大きな木が

生えます。この様子を遷移（せんい）といいます。 

１本の木が生えていると、なぜまわりに草が生えるのでしょうか？木が一本生えていると、幹のまわり

には人が踏まない空間ができ、風に運ばれてきたタネから草や木が生えてきます。人が踏まない土は硬く

締まらないので、草や木のタネが発芽しやすくなるためです。鳥が枝で休んで糞をすると、木や草が生え

ます。鳥がついばんだ実に入っていたタネが、消化されずに糞となって落ちるからです。木や草に虫が寄

ってきます。虫は捕食する虫を呼び、虫は鳥の餌になります。こうして木の成長にともなって小さな生態系

ができてくるのです。このように、生き物は命をつなぐためにさまざまな方法で広がりを作ります。 

人が作った公園でもこれらの変化があります。公園の境界はありますが、生き物は自由に出入りしま

す。そして、公園は人間が自由に入いることができます。身近な山林、里山は人が入って人と関わりがあ

りますが、公園は人の思考、法律で管理されますが里山に劣らず自然の変化が繰り広げられています。

温暖で降水量が多い日本、とりわけ富山県の自然の変化は顕著で、面白い。 

 

明治神宮１００年の森と新港の森  
２０１５年１月に、NHK で明治神宮の特集がありまし

た。明治神宮は１００年かけて明治神宮は１９２０年、創

建されました。その神宮の森は、自然の森ではなくて１０

０年前、荒野に作られた人工の森だったのです。彼らが

目指したのは、永遠の森。元々この地にあった太古の原

生林でした。数千年前、人の手が加わる前の東京には、

一年中葉を落とすことのないシイやカシなどの常緑広葉

樹の森が広がっていました。うっそうとした原生林の中で

は、ドングリから常に若い木が育ち、森は途絶えることなく世代交代を繰り返していました。彼らはそんな

永遠に続く森を理想としたのです。  

日本初の林学博士、公園の父と呼ばれる本多静

六。その弟子の本郷高徳と上原敬二。大隈重信に「総

理、我々が計画している森は、藪ではありません。東

京に一番適した広葉樹の森です。東京の土地には、杉

には向いていません。」と談判しました。そして日本全

国から集まった樹木は１０万本に達しました。放送は１

００年経過した森の状態を調査したものです。土壌生

物班、昆虫班、樹木調査班、水性生物班、哺乳類班

等の調査が行われたもので、興味深い番組でした。 

 



5 

 

 

さて新港の森の話。私には、植物が生き残るための強烈な戦いを続けている、真っ只中の戦場に見え

ます。植物相は、雑草地から陽樹林へ、陽樹林から陰樹林へと方向性を持ってダイナミックに変化してい

きます。また構成員の総入れ替えが大小問わず何度も起こります。公園化直前の新港の森は水田であっ

たと思われます。そのため、自然度は極めて低いといえます。しかし、公園に植えられた常緑広葉樹を自

然状態で生長させておけば、自ずと自然度の高い森林になっていきます。その結果として外からの帰化

植物は排除されていきます。今後、世界との交流が益々盛んにな

り、多くの外国産の植物が富山に渡ってくるでしょう。また、たくさん

の人々が公園に出入りし、それに伴って、招かざる植物が侵入して

くるでしょう。安全重視される都市公園では、人を守るための法律

が、どんどん具体化されて行かざるを得ません。公園の若い常緑

樹林は、将来、これを拒む力をつけていけるのでしょうか。 新港の

森は、明治神宮と同じく「１００年を見据えた公園」になるのでしょう

か。  

 

遷移（せんい）という仕組み（草原から森林への長い道のり） 

山火事や森林を切り倒したあとを自然のままにしておくと、草原から日なたでよく育つ陽樹の森林にな

り、そして最終的には日かげでも育つ陰樹の安定した森林極相林へと、長い時間をかけて移り変わって

いきます。この現象を「植生遷移」といいます。暖かい地方の畑のあと地の例ですが、森林を切り倒したあ

とはいきなり多年生の草に占められし、低木も混じるのがふつうです。温暖で雨の多い日本では放ってお
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けば草木はどんどん繁茂していきます。「あとは野となれ、山となれ」、「国破れて山河在り、城春にして草

木深し」とはよく言ったものです。 

  

種子散布 

種子散布は新港の森の遷移と深い関係を持ちます。 

風散布型；小型で翼や冠毛を持つものが多く、風で遠くまで運ばれます。これは、遷移の初期に出現

する場合が多い。 

動物散布型；動物によって食べられたり、動物の体に付着したりして運ばれます。 

重力散布型；種子の散布のために、特別な構造を持っていません。比較的重いため、分布を広げる速

度は遅い。 

人や動物、風や雪等が影響して、これらの種子散布で大小さまざま遷移が繰り返され、モザイク状に

草木の植生が変化していきます。 

 

埋土種子（種の昼寝）のすごさ 

植物の種子は、放ってお

いても発芽しません。しかし、

枯れてしまったわけではなく、

「昼寝」をしている状態です。

多くの種子は決まった時間昼

寝をすることで種子の皮や子

葉が熟して丈夫になり、発芽

の準備ができます。昼寝の時

間は種子によってちがいます

が、およそ 1～4年です。 

土の中にあった種子は、

周りに樹木が倒れたりして、

日光があたり、地面にふる雨

や土の中にふくまれる空気を

もらうことで、目をさまして発芽することができます。樹木が倒れてから種をつくっていては他の草本の成

長に遅れてしまいます。 

本来、昼寝の時間が長すぎると、発芽する割合がぐっと落ちます。ところが、種子の中には何千年も昼

寝をして、植物博士の手で現代によみがえった植物がいくつかあります。たとえば、ナツメヤシの種子。イ

スラエルでおよそ２０００年前のナツメヤシの種子が

発見され、研究者が条件をととのえ４週目に発芽し

たそうです。これは発芽した世界最古の種子といわ

れています。日本にもこのような例があります。およ

そ２０００年前の種子から発芽した大賀ハスです。今

から６０年くらい前に、千葉県で地下およそ６ｍから

発見されました。この種子を大賀博士が発芽させた

ことから「大賀ハス」とよばれるようになりました。今

でも「ねいの里」で大賀ハスを見ることができます。
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種子の発芽は、植物にとって未来に自分の子どもを残すための大事な一歩であるといえます。 

 

陽樹（ようじゅ）・陰樹（いんじゅ） 

陽樹とは、光の量つまり太陽が当たらないたくさんと育たない樹木のことを言います。逆に陰樹とは、

光の量が少なくても育つ樹木のことを言います。 

森や林には陽樹林と陰樹林があります。 

森林ができるとき、まず草原に陽樹が育ち始め陽樹林となり、陽樹林が成熟してくると地面に太陽が

当たらなくなり、ここで陰樹が入り込みます。陰樹は光の量が少なくても生長しますが、一方で湿度が高い

方が生長しやすい性質なので、陽樹林の地面は陰樹が生長しやすい環境でもあります。陰樹は光が嫌い

な訳でもないので、陽樹の隙間に明るい場所があれば、そこからどんどん生長していきます。やがて陰樹

が勢力を広げ陰樹林となり安定します。最終段階を極相林と呼びますが、極相林は陰樹の林です。 

代表的な陽樹には、 

アカマツ、イチョウ、ウメ、エニシダ、オウバイ、カキ、カシワ、カナメモチ、カラマツ、クリ、クロマツ、ケヤキ、

ザクロ、サツキ、サルスベリ、シラカンバ、ソメイヨシノ、ツツジ、ドウダンツツジ、ネコヤナギ、ボケ、ボタン、

ポプラ、ミカン、ムクゲ、モモ、など。 

代表的な陰樹には、 

アオキ、アジサイ、カシ、ゲッケイジュ、サカキ、サ

ザンカ、シイ、ジンチョウゲ、スギ、センリョウ、ツバ

キ、トチノキ、ナンテン、ヒイラギ、ヒノキ、ブナ、マ

サキ、モチノキ、モッコク、ヤツデなど。 

森や林を観察してみて、アカマツやクロマツが

多ければそこは若い森林。カシやシイ、スギ、ブナ

が多ければ年を取った森林、と言うことになります

ね。また、陰樹の種はドングリのように大きいのが

一般的なので、ドングリがたくさん落ちていれば陰

樹林と言えます。日本の森林は陰樹の森が多い

そうです。 

 

耐潮性のある樹木  

オオシマザクラ 

ほとんどのサクラは耐潮性がありませんが、伊豆大島に生息するオオシマザクラだけは海岸沿いで

も生育することが出来ます。サクラらしい五弁花で海岸に春を伝えてくれます。ちなみにオオシマザクラ

の葉は毛が全くないため、桜餅を巻く葉にも使われています。 

ヤマモモ 

ヤマモモは耐潮性があり果実も食べられる数少ない貴重な樹木です。このヤマモモは植える前に

注意が必要です。ヤマモモは雌雄異株なので、雄木を植栽しても実はなりません。必ず雌木を植える

ようにしてください。 

キョウチクトウ 

この樹木は本当に耐潮性が強く、直接海水が飛んでくる海岸ギリギリでも元気に育ってくれます。し

かし、この樹木は毒があります。オレアンドリンやストロファンチンという有毒成分を含んでいます。この

成分は強い毒性を示します。口に含むと吐き気、嘔吐、めまい、腹痛、下痢等の症状が出ます。また、

電子顕微鏡で見ると気孔には無数の毛があり汚染物質を吸収すると言われています。 
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マテバシイ 

マテバシイは、葉が大きい可愛らしい樹木です。ドングリもなるので、子供も楽しめます。もちろん潮

風に強く、海岸に植えてもしっかり育ちます。この樹木は前述のとおりドングリがなるのですが、マテバ

シイのドングリはあくが少なくすぐ料理に使えます。ドングリのなる樹木は多々ありますが、料理に使え

る美味しいドングリがなる樹木はなかなか少ないです。 

クロガネモチ 

耐潮性があり庭木に最適です。特徴は、冬にきれいな赤い実をつけます。クリスマスリースにも正

月飾りにも使われる冬のイベントでとても有用な樹木です。 

 

イヌシデの耐陰性 

シデ類は、芽吹き始めた早春の里山で、他の多くの木々に先駆けて房状の花を付ける。シデ類の種子

は、翼の付いた種子が寄せ集まって、束になっており、風に吹かれるとそれがバラバラになって、飛んでい

きます。風にとても適応した種子の構造で、条件がそろえば、種子は数百メートルくらい飛ぶといわれてい

ます。 

コナラなどに比べるとずっと耐陰性が高く、弱い光をうまく活用して光合成を行う能力を持っています。

近年、雑木林がよく放置されていますが、そういった森ではシデ類が増える傾向なのも、耐陰性が理由の

ひとつなのでしょう。 

 

タブノキ（忍耐と堅実） 

タブノキはあまり寒さに強くないため、それほど山間部には分布しません。タブノキは常緑樹の中でも

特に塩分に強いのです。海岸は風が強く、風に舞い上がった波しぶきがふりかかる場所でも生育できま

す。植物にとって塩分は大敵です。漬物の野菜から水が抜けていくのと同じ原理で葉は枯れてしまいま

す。タブノキの葉は分厚く、表側はテカテカとつやがあり、裏側も白っぽくなっています。葉の表側のテカテ

カ光っている部分や裏側の白い部分は、ワックス、つまりろう物質です。このワックスが、塩分の侵入を防

いでいるのです。 

 

外来生物とは 

外来生物といえば、何を思いうかびますか？ 

「セイタカアワダチソウ」、「ブラックバス」。それと「カミツキガメ」。「ハクビシン」？「モウソウチク」？はど

うかなーーー？ 

外来生物を整理してみましょう。 

もともと日本にいなかった生き物で、日本にやってきたもの (アメリカからつれてこられたカミツキガメや

ブラックバスなど)のことで、人間によって持ち込まれたもののことをいいます。外来生物に対して、もともと

その地域に住んでいる生物の

ことを在来生物といいます。 

難しい話をすると、外来生物

とは、正しくは「もともといなかっ

た地域に、つれてこられたり、

やってきた生き物」の事をいう

ので、たとえば、もともと北海道

にはカブトムシはいなかったの
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で、本州などから北海道につれてこられたカブトムシは外来生物になります。 

 

まてよ、イネやジャガイモは日本にはなかったものなので、外来生物かな？ 

外来か在来種かはどう決める？ 

ズズメは稲作文化の到来とともに大陸から日本列

島に渡ってきました。人間に寄り添いながら移動して

きたという意味では外来種にあたるのでしょうか？ 

法律上の外来生物とは、「明治時代以降に日本に

導入された生物種」と定義されています。言い換えれ

ば、明治時代より前、つまり「江戸時代以前に日本に

持ち込まれた生物は、原則、この法律では規制対象

とはしない」ということになります。 

 

なぜ、規定では明治時代以降なのでしょうか？ 

私たちが化石燃料を手に入れたことで、移動や運搬などに使われる時

間や速度が変化し、これまでの「人間という生物」としての枠を大きく超え

た移動・移送能力を手に入れました。一度に多くの外来種が、簡単に速く

移動できるようになり、入ってこられる側の生態系はそのための適応が追

い付かず、また自然破壊が進み生態系が弱体化してしまったことで、外来

種の侵入が進んでしまったのです。この時期が明治時代なのです。 

 

外来生物はどのように人間によって持ちこまれかたか 

（１）ペットや観賞の目的でやってくる（アライグマ、外国産クワガタ、ホテイアオイなど） 

（２）牧草や野菜といった農作物、家畜などの目的でやってくる 

（３）外国からの荷物に、まぎれこんでやってくる（アリ、植物の種など） 

外来生物には、（１）や（２）のようにわざと持ちこまれるもの以外にも、（３）のように知らないうちに持ち

こまれてしまうものもあるため、注意する必要があります。 

 

外来生物が引きおこす問題 

（１）日本にもともと住んでいた生き物や自然への問題 

もともとその地域に住んでいた生き物を、食べたり、エサを横取りすることで、もともと住んでいた生き

物を絶滅させたり、その地域に成立していた生態系のバランスを崩してしまう。 

（２）人間への問題 

毒をもっていたり、人間をさしたり、かみついたりする。 

（３）農業・林業・漁業への問題 

畑の作物を食べてしまったり、漁師さんがとる魚を食べてしまう。 

とくに、もともと住んでいた在来生物を絶滅させてしまうということは、絶滅した生き物を、再び生き返ら

せることはできないため、いままで、長い時間をかけて進化してきた生き物が、永遠に地球上からいなくな

ってしまうこともあります。 

 

問題を引きおこす外来生物から、「日本の自然や生態系」、「人間の安全」、「農業や漁業など」を守る

ためにはどうしたらいいのでしょうか？みなさんにできることは何でしょうか？外来生物を駆除するという
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のもひとつの方法かもしれません。また、日本に問題を引きおこす外来生物をもってこないようにする方法

も考えられます。ペットとしてかっている外来生物を逃がさないのも大切なことです。 

 

問題を引きおこす外来生物は悪いやつなのか？ 

やってきた外来生物は、自分が生きていくためにエサをとったり、もともと住んでいた地域と同じように繁

殖して増えたりしているだけです。なれない場所で、いっしょうけんめい生きていこうとしているだけです。 

では、問題を引きおこす外来生物をほうっておいたらどうなるでしょうか？ 

大切な日本の自然がこわされてしまったり、みなさん自身にも悪いことがおこるかもしれません。 

外来生物の問題は複雑で、かんたんには答えが出ないものかもしれませんが、みなさんもじっくり考えて

みてください。 

 

「侵略的外来生物」とは何でしょう。 
外来生物の中でも、人間の健康や生活、そして農林水産業などに大きな影響を及ぼす生物の

ことを「侵略的外来生物」と呼んでいます。日本で有名なのは「オオクチバス」や「マングース」で

す。 
オオクチバスはブラックバスのことで、有名な外来生物の一つ。口が大きく、あらゆる魚や昆虫

を食い荒らして生態系に影響を与えているものです。 
 

「特定外来生物」とは何でしょう？  
侵略的外来生物の中でも「外来生物法」によって規制されている生物があります。この規制さ

れている生物が「特定外来生物」というわけです。この外来生物法によって規制されている生物た

ちは、「飼育」「栽培」「保管」「運搬」が規制されています。言い換えれば、これらができないように

定められているのです。その生物を育てることはできませんが、「捕獲」は可能とさています。 

カミツキガメ、ブルーギル、セアカゴケグモ、オオキンケイギクなどがあります。故意に規制に違反する

と、最高で懲役３年、罰金３００万円（個人）が科される場合があるそうです。 

 
ここで整理してみましょう。 

簡単にまとめると、外来生物＞侵略的外来生物＞特定外来生物ということになります。 
外来生物の中に、侵略的外来生物が存在し、その侵略的外来生物の中でも特に私たちの健

康や生活、農林水産業などに影響を与えるので、法によって規制されているのが特定外来生物と

いうわけです。 
 

モウソウチクを始めとするマダケ属のタケは、環境省と農林水産省が作成した生態系被害防止外来種

リストで産業管理外来種（産業又は公益的役割において重要であるが、利用上の留意事項が求められる

もの）に指定されています。ようするにタケノコは役に立つのでちゃんと管理するこ

とが求められるということみたいです。 

 

「人の手によって移動された生物」の歴史は古い 

エノコログサは「ネコジャラシ」の愛称で親しまれる里山の植物も稲作・畑作文

化の到来とともに大陸から渡ってきた外来種です。 
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なぜ、「明治時代以降」という線引きがなされたのか？その根拠は、前述の通り、明治時代は、開国を

皮切りに人間の移動や物流が盛んになり始めた時代の節目であるから、とされています。しかし、島国で

ある日本は、その歴史を遡れば、縄文の時代から人の移入が繰り返されており、その過程で様々な生物

が大陸から持ち込まれてきたと考えられます。つまり、「外来生物」＝「人の手によって移動された生物」

の歴史はずっと古くから始まっていたと言えます。  

例えば、私たちにとって馴染みの深い、日本の代表的な留鳥（渡りをせずに国内に留まって繁殖する

鳥類）であるスズメは、稲作文化の到来とともに大陸から人に伴って移動してきた外来種と考えられてい

ます。 イヌタデやチガヤ、エノコログサ、タマガヤツリなど、里山で馴染みの植物達も、稲作文化とともに

大陸から渡って来たとされる外来種です。 

モンシロチョウはアブラナ科作物の伝搬とともに奈良時代に移

入された外来種とされます。 

モンシロチョウは、奈良時代に、大陸からダイコンや菜の花な

どのアブラナ科作物が持ち込まれた際に、その葉に紛れて日本

に移入された外来種とされます。公園や牧草地、あるいは畑や田

んぼの周辺に普通に生えているシロツメクサは通称クローバーと

言われていますが、これも外来種です。１８４６年にオランダから

贈られてきた陶器を梱包するのに詰め物・緩衝材として使用され

たのがこのシロツメクサ＝「白詰草」だったと言われています。この最初の持ち込みをきっかけにその後も

牧草や緑化植物として輸入され、日本に定着したとされます。 

 

家屋侵入や農作物被害をもたらすハクビシンは外来生物ではない 

クサガメの子ガメを「ゼニガメ」と呼んでいます。アメリカ産のミシ

シッピアカミミガメ（ミドリガメ）がやってくるまでは本種がペットとして

親しまれていた。これも江戸時代以前に持ち込まれた外来種と疑わ

れています。 

今の大人世代が子供時代に、身近な自然でよく見かけたクサガ

メは、現在その生息域が外来種ミシシッピアカミミガメの分布拡大に

よって圧迫されているとされますが、このクサガメ自体も実は１８世

紀末ごろに中国大陸から持ち込まれた外来種ではないかと疑われ

ています。   

その根拠として、国内でこれまで化石が発見されていないこと、また、一番古い文献が江戸時代以前

にはないこと、そして DNA を調べてみると日本で捕獲される個体は、いずれも大陸産の系統とほとんど同

じ塩基配列を示しており、島国で隔離されて進化して来た形跡がないこと、などが挙げられています。 

近年、都会でもその数が増えて問題とされるハクビシンは、すこし前までは、日本にもともと生息してい

る在来種ではないかと考えられていました。江戸時代の絵巻物なんかに登場する妖怪「雷獣」もハクビシ

ンがモデルだという説もありました。しかし、ハクビシンは、この江戸時代に大陸から持ち込まれた可能性

も指摘されています。さらに明治時代以降にも毛皮用に輸入された記録があり、今、国内で蔓延している

集団は外来種の可能性が高いとされます。  

結局、ハクビシンについては、家屋への侵入や農作物への被害など、有害な影響が問題視されてはい

るものの、日本国内への導入年代が明確ではないという理由から、環境省の外来生物法では規制対象

から外されたままになっています。   
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日本の侵略的外来種ワースト 100 とは日本生態学会が定めた、日本の外来種の中でも特に生態系

や人間活動への影響が大きい生物のリストです。富山県で見られそうなものは次のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


